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秋出~ ~の魅力
強く､クリ書に －T －のンネルギ 宝庫

Iナウイルスの感染拡大で､人口や人流が集中しない地方の魅力が再認識さ

CT
)。 「暮らし｣という観点だけではなく、「企業立地｣という面においても地方は

;あり､拠点やサテライトオフィスを地方に開設する企業は今後､増えていくこ

1される。実際､かねて企業誘致に積極的だった秋田県では､今年度に入って

卜くの企業の誘致が決まっている。なぜ多くの企業が地方を選ぶのか。秋田に
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災害に強く､クリーンエネルギーの宝庫
新型コロナウイルスの感染拡大で､人口や人流が集中しない地方の魅力が再認識さ

れている。 「暮らし｣という観点だけではなく、「企業立地｣という面においても地方は

魅力的であり､拠点やサテライトオフィスを地方に開設する企業は今後､増えていくこ

とが予想される。実際､かねて企業誘致に積極的だった秋田県では､今年度に入って

すでに多くの企業の誘致が決まっている。なぜ多くの企業が地方を選ぶのか。秋田に

拠点を置く企業のトップ2人と知事に話を聞いた。 制作／東洋経済企画広告制作チーム
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１
１ 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
、
新

型
コ
ロ
ナ
）
の
感
染
拡
大
を
経
験
し
、

日
本
で
は
大
都
市
圏
に
集
中
し
て
い
る

政
治
や
経
済
、
文
化
な
ど
を
分
散
す
る

動
き
が
活
発
化
。
人
口
や
人
流
が
集
中

し
な
い
地
方
の
魅
力
が
再
認
識
さ
れ
、

企
業
誘
致
が
進
ん
で
い
る
。
東
北
の
秋

田
も
そ
の
一
つ
だ
。

「
今
年
度
は
、
上
半
期
だ
け
で
５
社

の
誘
致
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
企
業
誘
致
策
が
実
を
結
ん
で
き
ま

し
た
」
（
秋
田
県
知
事
・
佐
竹
敬
久
氏
）

秋
田
で
は
現
在
、
成
長
が
見
込
ま
れ

る
輸
送
機
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
福
祉
、

情
報
通
信
、
食
品
加
工
を
重
点
分
野
と

し
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
進
技
術

を
利
活
用
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
Ｂ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
若
者
や
女
性
の
活
躍

る
。
秋
田
を
選
ん
だ
理
由
の
一
つ
が
、

災
害
に
対
す
る
強
さ
だ
。
大
館
工
場
は
、

透
析
患
者
向
け
人
工
腎
臓
「
ダ
イ
ア
ラ

イ
ザ
」
の
生
産
拠
点
で
あ
り
、
中
国
や

イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
で
展
開
す
る
海
外

工
場
の
マ
ザ
ー
エ
場
と
し
て
璽
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
も
進
め
て
き
た
同

社
だ
が
、
近
年
で
は
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス

ク
や
地
政
学
的
リ
ス
ク
、
と
く
に
コ
ロ

ナ
禍
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
難
し
さ
も

あ
り
、
国
内
工
場
の
増
強
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
大
館
工
場
で
は
、
第
７
工
場

の
新
設
に
着
手
し
て
お
り
、
羽
年
如
月

の
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。

「
大
館
市
は
、
北
米
プ
レ
ー
ト
の
真

ん
中
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
東
日
本

大
震
災
で
も
揺
れ
が
少
な
く
、
ほ
と
ん

ど
被
害
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

工
場
に
不
可
欠
な
豊
富
な
水
量
を
確
保

で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
河
川
水
害

や
津
波
の
危
険
度
も
低
い
。
山
火
事
と

い
う
面
で
も
不
安
が
少
な
く
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
魅
力
的
な
立

地
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
（
ニ
プ
ロ
代

表
取
締
役
社
長
・
佐
野
嘉
彦
氏
）

イ
ン
フ
ラ
整
備
に

人
材
確
保
と

細
や
か
な
誘
致
政
策
を
展
開

も
ち
ろ
ん
、
地
の
利
だ
け
で
は
な
い
。

「
最
大
知
億
円
と
い
う
少
な
く
な
い
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補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
資

金
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
交
通
網

の
整
備
を
含
め
操
業
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
大
館
市
周
辺
の
道
路
改
修
も

進
ん
で
い
て
、
県
内
の
移
動
や
東
北
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
に
な
り
ま
す
。

雪
の
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
県
と
市
町

村
が
一
体
と
な
っ
た
除
雪
体
制
が
確
立

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
県
有
地
な
ど
を
排

雪
場
所
と
し
て
提
供
す
る
な
ど
、
し
っ

か
り
と
し
た
除
排
雪
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
す
」
（
佐
竹
氏
）

ニ
プ
ロ
が
扱
う
の
は
医
療
機
器
や
医

薬
品
だ
。
災
害
時
を
は
じ
め
、
い
ざ
と

い
う
と
き
ほ
ど
遅
延
な
く
商
品
を
提
供

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
交
通

網
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。
そ
の
点
、

大
館
市
は
同
社
に
と
っ
て
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
だ
ろ
う
。

同
社
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
に
関

し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
際
、
ワ
ク
チ
ン
ー
瓶

か
ら
５
，
６
回
分
し
か
薬
液
を
取
れ
な

か
っ
た
注
射
器
を
、
１
瓶
か
ら
７
回
分

取
れ
る
よ
う
に
改
良
し
、
生
産
を
進
め

て
い
る
。

こ
う
し
た
長
期
的
な
生
産
を
見
込
め

な
い
製
品
の
生
産
ラ
イ
ン
構
築
は
、
極

め
て
難
し
い
経
営
判
断
と
な
る
。
だ
が

同
社
は
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
生
産
体
制
を
強
化
す
る
方

２
０
２
０
年
４
月
に
は
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
制
作
会
社
が
埼
玉
県
か
ら
秋
田

県
に
本
社
機
能
を
移
し
「
つ
む
ぎ
秋
田

ア
ニ
メ
Ｌ
ａ
ｂ
」
を
新
設
し
た
。
単
な

る
ア
ニ
メ
制
作
の
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、

予
備
校
を
開
設
し
て
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の

育
成
に
も
乗
り
出
し
て
い
る
。
同
社
の

代
表
取
締
役
・
櫻
井
司
氏
は
、
秋
田
の

魅
力
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
人
材
採
用
が
、
関
東
で
は
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
好
調
で
す
。
高
校
を
卒
業

し
た
ば
か
り
の
若
い
方
々
が
、
希
望
を

持
っ
て
入
社
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
妬
人
採
用
し
ま
し
た
が
、
離

職
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ア
ニ
メ
は
ロ
ケ
ハ
ン
が
重
要

な
の
で
す
が
、
加
分
以
内
で
海
に
も
山

に
も
行
け
る
自
然
豊
か
な
環
境
は
、
ア

ニ
メ
制
作
会
社
に
と
っ
て
大
き
な
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
で
す
。
都
市
部
よ
り
も

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
取
り

や
す
く
、
県
民
性
な
の
か
、
ま
じ
め
な

方
が
多
い
の
も
大
き
な
魅
力
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
」

同
社
は
、
人
気
漫
画
『
鬼
滅
の
刃
』

の
映
画
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
画
を
担

ア
ニ
メ
制
作
会
社
が

本
社
機
能
を

秋
田
に
移
し
た
理
由

が
期
待
で
き
る
映
像
制
作
企
業
な
ど
の

誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

秋
田
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し

て
、
佐
竹
氏
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
強
力
な
生
産
体
制
」
を
強
調
す
る
。

政
府
が
、
帥
年
ま
で
に
国
内
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
を
宣
言
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
企
業
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
と
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
フ
ィ
ス
や

工
場
で
使
用
す
る
電
力
も
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

「
秋
田
は
、
風
力
・
水
力
。
地
熱
な

地
方
の
魅
力
が

再
認
識
さ
れ
る
今

「
秋
田
の
出
番
は
こ
れ
か
ら
」

向
に
舵
を
切
っ
た
と
い
う
。

当
し
て
お
り
、
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
で
社
名

が
流
れ
た
。
結
果
、
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
志

望
の
若
者
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
保
護

者
に
も
認
知
さ
れ
、
就
職
の
後
押
し
を

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

ア
ニ
メ
と
い
う
日
本
文
化
を
担
う
企
業

へ
の
県
を
挙
げ
て
の
歓
迎
ム
ー
ド
も
あ

り
、
順
調
な
雇
用
と
育
成
、
企
業
成
長

を
実
現
し
て
い
る
。

誘
致
企
業
が
優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
た
め
、
秋
田
は
か
ね
て
Ｕ
・
Ｉ
．
Ｊ

タ
ー
ン
希
望
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
注
力

し
て
き
た
。
ま
た
、
工
芸
美
術
科
や
デ

ザ
イ
ン
科
を
有
す
る
秋
田
公
立
美
術
大

学
附
属
高
等
学
院
や
、
授
業
が
す
べ
て

英
語
の
国
際
教
養
大
学
と
い
っ
た
特
徴

あ
る
学
び
の
場
で
、
次
世
代
を
担
う
人

材
を
育
成
。
こ
う
し
た
人
材
を
優
先
的

に
誘
致
企
業
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
と
い

へ r
r

Q

／
、‘

子

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
豊
富
で
、

洋
上
の
風
力
発
電
な
ど
に
は
、
国
か
ら

の
協
力
や
助
言
も
い
た
だ
き
な
が
ら
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
希
望
す
る
県
内
企
業
が
、
地

元
秋
田
で
発
電
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
し
っ
か
り
使
え
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
」
（
佐
竹
氏
）

企
業
が
成
長
し
て
い
く
た
め
の
魅
力

的
な
条
件
を
提
示
す
る
秋
田
県
。

つ
む
ぎ
秋
田
ア
ニ
メ
Ｌ
ａ
ｂ
で
は
、

近
い
将
来
３
０
０
名
以
上
の
ア
ニ
メ
ー

タ
ー
が
働
く
大
規
模
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
、

日
本
を
代
表
す
る
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
「
大
勢

の
ス
タ
ッ
フ
が
働
け
る
ス
タ
ジ
オ
と
し

て
、
廃
校
の
利
用
な
ど
の
協
力
を
仰
ぎ

た
い
」
と
言
う
櫻
井
氏
に
対
し
、
佐
竹

秋
田
は
、
災
害
に
強
い
自
治
体
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
災
害
大
国
と

い
わ
れ
る
日
本
で
は
、
こ
こ
数
年
は
災

害
が
頻
発
し
て
お
り
、
と
く
に
水
害
や

地
震
は
発
生
頻
度
が
高
い
。
そ
ん
な
中
、

防
災
安
全
ス
コ
ア
蕪
で
秋
田
が
１
位
を

獲
得
し
た
。

医
療
機
器
大
手
の
ニ
プ
ロ
は
、
秋
田

県
大
館
市
に
大
規
模
な
大
館
工
場
を

建
設
し
て
か
ら
今
年
で
如
年
を
迎
え

『
災
害
大
国
」
日
本
で

災
害
に
強
い

自
治
体
と
し
て
注
目

う
仕
組
み
も
備
え
て
い
る
。

移
住
政
策
や
人
材
育
成
は
、
一
朝
一

夕
に
結
果
が
出
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

れ
だ
け
に
秋
田
の
長
年
の
取
り
組
み

が
実
を
結
ん
だ
結
果
だ
と
い
え
よ
う
。

建設から今年で40年を迎えるニプロ大館工場 秋田本社スタジオでは､多くの秋田県出身者が活蹄じている
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出典：サステナブル・ラボ｢都道府県i.防災安全スコア』上位10県を発表(2021年3月1 1日)j/｢防災安全スコア｣は、各都道府県の災害復旧費削合や防災会議の股個有無
など、計21指標をAIによって複合的に解析したもの。防災安全に関する対策・対応をしっかり行っている都道府県ほど、スコアが商<なるように般計されている



氏
は
「
す
で
に
廃
校
利
用
の
実
例
も
多

い
」
と
、
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
る
。

詔
年
に
な
れ
ば
、
ニ
プ
ロ
の
大
館
第

７
工
場
が
稼
働
す
る
。
ウ
ェ
ブ
会
議
な

ど
が
増
え
、
日
本
の
都
市
部
や
海
外
と

の
距
離
感
が
近
く
な
っ
て
い
る
中
、
マ

ザ
ー
エ
場
と
し
て
の
役
割
は
さ
ら
に
大

き
く
な
る
だ
ろ
う
。

人
材
雇
用
や
安
全
性
、
そ
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
面
で
も
「
秋
田
の
出
番

は
こ
れ
か
ら
」
と
佐
竹
氏
は
自
信
を
の

ぞ
か
せ
る
。
秋
田
は
今
後
、
新
た
な
拠

点
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を

検
討
し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
、
よ
り

魅
力
的
な
土
地
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

秋田への企業立地のための窓口サイト

）あきた企業立地ｻﾎｰﾄｶｲﾄP
https://common3.pref.akita.I9.jp/kigyo-rich/

-あきた企業立地促進助成事業補助金
県内への工場立地や施設整備のための設備投資を支援します。

A・設備投資支援型

対象業種①製造業②情報通信関連型③研究開発型

■ r設鰯砿に対する補助 ~]'1 人梛賊に蛎繩助 1難暇醗ll
重点分野事業の人材育成に

要する経費の1／2 5億円
限度額25万円〆人

（要件に応じた限度額の
交付限度額 加算あり）
技術者派遺型 250万円

最大40億円
指導者招へい型 50万円

‐ ‐補鵬儒一一
10%

投資額:3億円以上(土地代除く)※
（要件に応じた補助率の加算あり）

雇用:新規(増加)常用雇用者数10人以上
（投資額100値円までの金額）

［研究開発型企業または本社機能等の移転等を行う企業は5人以上］

投資額100億円を超える部分の金額
申込(計画書提出)日から操業開始後1年以内に達成する必要があります。

については､[10%]となります。

※投資要件･･･県内への新たな工場等の設置または工場等の増設を伴う投資が対象となります。

B｡事業集約支援型

対象業種①製造業及び製造関連サービス業

I－ 掃助要件 l 設備等に対する輔助 －~ ~ _’ 限付交~ 度額

経費:事業集約に伴う経費1,000万円以上
20%

雇用:新規(増加)常用雇用者数2人以上
（海外からの事業集約は30%)>

申込(計画書提出)日から操業開始後1年以内に達成する必要があります。

※海外からの事業集約…R4.3.31までの申請が適用となります。

◎上記補助要件を緩和した｢はばたく中小企業投資促進事業補助金｣もあります。

2,000万円

-本社機能等移転促進事業補助金
企業の本社機能等の移転において､県内への移転等に要する経費を助成し､秋田県での事業の拡大や､多様で安定的な
雇用の創出を支援します。

補助内容対象企 貯 ｜~~~~ ’~TW

移転に要する事務経費､建物及び付属設備、

一般設備､生産設備､従業員の転居等に要す
る費用､新規常用雇用者の初年度人件費

40%

県内本社機能等での増加常用雇用者数2人以上

(役員も含む）

※本社機能等．｡…･全社的な率業活動を統括する管理業務部
門､鯛斉･企画部門､悩報処理部門､研究開発部門､国際事業
部門及び研究所､研修所

対象経費県内に本社機能等を移転し、

本店登記する企業
(本店書記については､登記

を行わない場合でも内容によ
り認められる場合があります｡）

補助率

補助上限 4,000万円

◎本社機能等移転に併せて設備投資を行う場合の助成制度
~

I豚|要､僧（
§称

一一

過駕南西

あきた企業立地促進助成事業補助金
（設備投資支援型）

10人以上 5人以上 ＋5％

~~
~


